
Japan College of Social Work Alumni Association

87
vol.

同窓会×大学
パートナーシップ推進

10月31日・11月７日の両日、2020年オンラインサークル
説明会が開催されました。この新入生向けイベントは、学内の
サークルの協力のもと大学ボランティアセンターと学生スタッ
フ１Stepメンバーが企画し、ユニークな催しになりました。
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社大で初めての
ハイブリッド型授業
（対面授業の同時配信）

社大で初めての
ハイブリッド型授業
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成績優秀者表彰9月卒業・学位授与式学生健康診断

PHOTO NEWS

【ボランティアサークル】
学生児童演劇  ピッポ
なかよしぐる～ぷ
ボランティアサークル  Ｈi-Ｈo！
幻灯会
児童文化部
プレイケアサークル  おもちゃばこ
言の葉
社大ＢＢＳ会
さんさんさん
学生有志団体  Ｃocoa
たきゆう

【その他】
社大福祉ネットワーク

【文化系】
演劇研究会
混声合唱団  菩提樹
ブラスバンドサークル
マンドリンアンサンブル
軽音学部
創作同好会  てふてふ
華道同好会  ちろる

【体育系】
Dance 部
ワンダーフォーゲル部
バレーボール同好会
バトミントンサークル
フットサルサークル  プチトマト
卓球サークル

こんにちは
4年生の計画学科の大須賀と申します。
皆さん今年はどんな年でしたか？
コロナの影響で大学生活の出鼻を挫かれてしまったかもしれません。
でもこんな時だからこそできることもあるのではないでしょうか。
サークルには皆さんの力が必要です！！　　
私もサークルでいろいろな体験をしてきました。こども食堂や高齢者の方と
共にお出掛けすること、華道、演劇など4つのサークルに入り活動をしてき
ました。こども食堂のサークルでは代表を勤めました。楽しいこともありま
したが大変なこともありました。しかしその中で大人の方や子供達と接
してとても楽しくサークル活動をすることができました。サークルは
先輩や後輩とご飯を食べにいくことができることも魅力的です。
今年は活動のできないサークルもあるかと思いますがま
ずは先輩方と交流してみてください！！みなさんと

交流できることを楽しみにしています。

参加された新入生の皆様への
メッセージカード

参加された新入生の皆様への
メッセージカード

2020オンラインサークル説明会
参加サークル＆クラブ

ガンバレ社大ガンバレ社大ガンバレ社大
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就活オンライン説明会

ガンバロウ同窓会ガンバロウ同窓会ガンバロウ同窓会
オンラインによる「就活・全国フェアーin社大」・「相談援助演習」

　昨年７月に開催された同窓会三役会議では、在校生の
学習環境についてご心配いただくと共に、同窓会として教育
活動に対してご協力くださる旨をお申し出いただきました。
　当時、１か月遅れで実施することになった相談援助（社
会福祉士）実習においては、新型コロナ感染防止等の理由
で実習受け入れ不可の連絡が続々と入り、実習先の確保
が追い付かない状況でした。
　「母校の学生のためなら」と新規で実習生を受け入れて
くださった同窓生のみな様方に、心より感謝申し上げます。
　また、来年度に実習を控えている2年生の後期授業においても、例年一斉に
実施していた施設訪問（１クラスあたり３か所、全15クラス）が中止になりまし
た。そこで、オンラインにより現場のお話をお聞かせいただける施設を募り、授
業にご協力いただくことになりました。
　現在もなお、新型コロナ収束の見通しが立ちませんが、今般このような方法
で同窓生と繋がることができた点は、同窓会と在校生のネットワークの構築に
おいて新たな可能性を見出すことができたものと捉えています。
　　　　　　　  同窓会事務局次長・大学准教授　倉持香苗（コーディネート）

 「現在、現場に行けないことは大変だと思うが、だから
こそ見えてくることもあるはず。状況が落ち着いてから
現場を訪問し、そこで気付くこともあるだろう」
                        （北海道：栄和会  瀬戸様：学部２３期）
 

「社事大の学生には、福祉の先駆的・モデル的・開拓的な
事業展開をするところに自ら飛び込み、チャレンジして
ほしい」 
　　　　　　       （同：はるにれの里  木村様：学部９期）

2020オンライン
「就活・全国フェアー in社大」
参加団体

先輩から在校生へのメッセージより　　　　先輩から在校生へのメッセージより　　　　

社会福祉士
全国公開模擬試験

コロナ禍における同窓生と在校生の繋がりづくり

北海道支部

岩手県支部

千葉県支部

参
加
支
部

参
加
団
体
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●これからの活動
　初心者は勿論のこと、誰でも山登りを楽しん
でもらえるサークルを目指しています。今年度
は活動ができませんでしたが、創立50周年の
節目を迎えたワンゲルが、伝統の灯火を絶やす
ことなく、今後とも活動していけるように頑張り
ます！                     （サークル代表／奥永蓮）

母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

ワンゲル
活動メモ

富士山と雲海を見たら、皆さんもこうなりますよ！

　 ワンゲルについて 
　ワンダーフォーゲル部は1970年から続く伝統ある部活で、山登りを
楽しむサークルです。年に6回ほど山に行き、他にも季節折々の活動を
行っています。初心者も大歓迎で、山に登って景色やテントでワイワイす
ること等を、誰でも楽しんでもらえます。

新歓ハイク！ 1年生と簡単な山に行きます！

◀山ではテントを張り、ご飯を作って食べます！

山頂での集合写真 ！　山頂からの景色は思わず息を呑む美しさです ！

  4月　新歓ハイク・4 月山行 
  5月　BBQ・5 月山行 
  7月　7月山行 
  8月　夏合宿 
11月　11月山行 
  2月　スキー合宿
  3月　春山行（卒業旅行） etc.

1970年創部1970年創部

開けた景色を見ながら歩く山の稜線は最高！
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●これからの活動
　新型コロナウイルスの影響で活動できていませんが、再開後はより素敵
なステージをみなさまに届けられるようなサークルを目指し、いろいろなこ
とに挑戦していきたいと思っています。応援よろしくお願いします！　　　　
　　　　　　　　　   　　　　　                 (サークル代表／佐野友香)

母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

ダンス部
活動メモ

  4月　新歓パーティ/新歓公演
  7月　夏公演
夏休み　夏合宿
10月　学祭公演
12月　冬公演
冬休み　冬合宿
  3月　卒業公演

「終わらなーい！！」 ダンス部では
開演前に伝統の円陣を組みます！

夏公ジャンルGirlsメンバー

毎年、部員オリジナルTシャツをお揃いでつくります。（写真はダンス部2019Ver）

　 「ダンス部」ってなに？ 
　社大ダンス部はダンスが好きな人、ダンスに興味のある人が
気軽に集まって、HipHop、Lock、Girls、カバーダンスなどの
さまざまなジャンルを楽しく踊ることができるサークルです。ほ
とんどの部員が初心者なので、お互いに教え合いながら練習を
積み重ね、1つのステージをつくりあげています！

ダンス部ダンス部

現OGOB１年目の先輩方との昨年度の最後の活動写真です。

去年の冬公の写真です。

冬公ジャンルLockのメンバー
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JCSW ネットワーク　を広げよう

　新型コロナウイルス感染症により学生達の学ぶ環境
は大きく変わりました。
　４月からの前期授業は、通学によらない形での実施
となり、新入生にとってはキャンパスに一度も足を運ぶこ
となく授業開始となりました。授業方法は各教員に委ね
られ、毎週のレポート課題で対応する授業が多くなり、
一部の教員がZoomやGoogle Meetでのオンライン授
業を行いました。
　後期授業からは、多くの授業でZoom が活用される
ようになり、またできるかぎり通学させたいという大学の
判断から、学年ごとに通学する週を設定し、大教室で

の必修科目以外は通学で授業を
受けられるようにしました。また、
学生自身や同居家族の事情によ
り通学週にオンラインで授業を受
けたい学生については、申請によ
り認めることとするハイブリッド型
の授業となりました。
　サークル活動は３月から休止となり、学生生活が大き
く制限される状況が続いています。充実した学生生活
が送れる日が早く訪れることを願わずにいられません。
　　　　  同窓会事務局長・大学准教授　菱沼幹男

新委員メンバー　大田 佐知江　学部24期（前列左）
　　　　　　　   染倉 有希　学部57期（前列右）

〇栃木県支部
　栃木県支部では、母校同窓会長でもある岩崎俊雄会長のもと、精力的に活動
を行っています。今年はコロナ禍の状況下で総会や交流会は行えていませんが、
このたび支部会報を発行しました。
　栃木県支部も、なかなか若手会員が増えないという課題もありますが、最近は
学部卒のみならず、専門職大学院卒などの同窓会員も増えてきました。
　　　　　　　　　　　　　　        栃木県支部同窓会事務局　菊池浩史

　２０２０年度より新たに同窓会役員の運営委員を担うこと
になりました。社大が背負ってきた使命と育まれた伝統を大
切にしていきたいという気持ちは世代を超えて感じている
ことです。現代社会の福祉問題に対して、校歌の言葉にあ
る「社会の福祉　誰が任ぞ」の気概を持って向きあい、在
校生、卒業生、教職員のネットワークによって、学びと経験
の交流から叡智を継承・発展させていく同窓会活動に繋
がればと思っております。どうぞよろしくお願い致します。

　昨年１１月から２０２１年度母校社会福祉学部の入
試が始まっています。
　この奨学金は、本同窓会の「五味基金」から学部入
試において日本社会事業大学に入学する新入生に
対し、１名につき５０万円を奨学金として支給する奨学
金事業です。
　助成基準は、日本社会事業大学が定めている基準
に準拠しますが、「児童養護施設に入所されている児
童」が対象となります。同窓会支部からの推薦に基づ
き同窓会役員会で審査・決定します。 
　社大入学予定者で候補者がいる場合は、同窓会
事務局に電話等で連絡・相談ください。
【お問い合わせ】 
日本社会事業大学同窓会室 
Tel ： 042-496-3053　 
E-mail ： kouyu@jcsw.ac.jp 

コロナ禍における母校社大の近況

新運営委員メッセージ

支部会報「いずみ第８号」を発行しました

同窓会「五味基金」による
学生支援奨学金について
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同窓会費納入にご協力を同窓会費納入にご協力を

  

　今般の新型コロナウイルス感染症の長期化は、日常生活
のみならず母校日本社会事業大学及び同窓会の事業活動
にも多大な影響を及ぼしております。 
　収束までの先行きが見通せない中で、大学では後期から
は分散通学とオンライン事業（対面事業の同時配信）による

授業が行われて
います。課外活
動も含めた詳細
については6ペー
ジの「コロナ禍に
おける母校社大
の近況」をお読

みください。
　同窓会活動についても、諸
活動が大きく制限される状況
において２０２０年度幹事会
は緊急事態下の特例措置として、各支部長等役員の皆
様に７月書面での審議をさせて頂きました。 
　また、７月１８日に顧問・正副会長・運営委員合同会議及
び法人・同窓会意見交換会を行い、「大学とのパートナー
シップの推進について」を主テーマとして（１）同窓会の職
場体験等応援制度の活用（２）学内学会との協働（３）現
場との交流の促進（４）コロナ禍における学生支援策等に
ついて協議しました。

事務局活動報告

　今年度における以下の同窓会活動について進捗報告と振り
返りを行いました。
■７月１８日３役合同会議及び法人・同窓会意見交換会■ｚｏｏｍ
によるОＢ・ОＧ交流会■支部活動等の近況　■２０２０年度同
窓会活動等補助費　■大学等の近況（授業・課外活動）など

　同窓会は、母校７０年の歩みを引き継ぎ、卒
業生同士の活動だけでなく在校生とも一緒に
なって、社大教育と実践を繋いで行きます。会
報「社大同窓会」を年に２回約８,０００人の同
窓生・約１,０００人の在校生にお届けしていま
す。会報に同封されている「同窓会年会費」納
入用紙をお使いいただき、何卒ご支援、ご協
力をお願い致します。
　　　　　　　　　　　      同窓会長　岩崎俊雄

（終身会員制度について）
　２０１１年度から「終身会員」（５万円）が設けられ、納
入時満年齢６０歳以上の方は、「年会費」と選択ができま
す。「終身会員」として納入される方は、郵便局・ゆうちょ
銀行の払込取扱票と払込書兼受領証の金額３０００を２
本線で抹消し上段に５００００と訂正し、“認印”を押して
下さい。コンビニエンスストアではお取り扱いできません。

　１０月１日清瀬市が市制施行５０
周年を迎えました。今回はこれを記
念して「５０周年記念誌」（清瀬市
史編さん委員会）と社大グッズセッ
ト（クリアファイル、マーカー、ボール
ペン類）を、先着１０名様にプレゼ
ントします。住所・氏名を次のあて
先までご連絡ください。

　＜郵便の方＞
　〒２０４－８５５５
　　清瀬市竹丘３－１－３０　
　　日本社会事業大学同窓会
　＜ＦＡＸの方＞　０４２－４９６－３０５１
　＜Ｅ-ｍａｉｌの方＞
　　kouyu@jcsw.ac.jp

顧問・正副会長・運営委員合同会議
法人・同窓会意見交換会

運営委員会・事務局合同会議

7月18日

12月27日

清瀬市制施行５０周年記念誌
社大グッズプレゼント
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り
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
無
事
に
開
設
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
職
員
採
用
で
は
、
ど
の
よ
う

な
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
の
か
想
定
し
、

そ
れ
に
合
う
人
材
を
確
保
す
る
た
め

に
た
く
さ
ん
の
場
所
に
足
を
運
び
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
事
態
宣
言

時
の
面
接
は
即
座
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に

切
り
替
え
る
こ
と
で
滞
る
こ
と
な
く

職
員
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
首
都
圏
で
の
様
々
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
特
に
保
育
所
や
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
首
都
圏
は
圧
倒
的
に
不

足
し
て
お
り
ま
す
。
保
育
の
充
実
や

発
達
の
気
に
な
る
子
ど
も
が
安
心
し

て
療
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

た
め
、
今
後
も
様
々
な
地
域
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

卒
業
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
ね

　
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
知

的
障
害
者
の
入
所
施
設
「
ひ
だ
ま

り
の
里
き
よ
せ
」
で
支
援
員
と
し

て
二
年
間
働
き
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
、
開
設

の
大
変
さ
や
現
場
支
援
の
苦
労
等

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

強
度
行
動
障
害
の
方
々
に
関
わ
る

こ
と
で
、
行
動
分
析
学
に
つ
い
て
学

び
た
い
と
考
え
、
休
日
に
様
々
な

研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。
言
語
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い

ご
利
用
者
の
細
か
い
言
動
か
ら
意

図
を
読
み
解
き
支
援
計
画
を
立
て

る
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
清
瀬
に
あ

る
施
設
と
い
う
こ
と
で
、
母
校
の

先
生
方
や
学
生
と
連
携
し
、
地
域

福
祉
活
動
に
も
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
た
こ
と
も
良
い
経
験
で
し
た
。

　
今
後
、
私
自
身
と
し
て
は
、
現
場

目
線
で
の
福
祉
制
度
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
更
に
福
祉
理
論
や

法
制
度
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
二
〇

四
〇
年
問
題
を
含
め
、
広
く
日
本

の
社
会
保
障
全
般
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
か
等
考

え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
思
い
出
は

　
所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ
の
授
業
で

は
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
与
え
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
る
殺

人
事
件
の
犯
人
が
書
い
た
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説
に
つ
い
て
行
っ

た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
す
。
学
生
か

ら
は
許
し
が
た
い
と
い
う
意
見
が

出
る
中
、
最
後
に
先
生
か
ら
、「
君

た
ち
が
就
こ
う
と
し
て
い
る
仕
事

は
こ
う
い
う
人
た
ち
も
助
け
て
支

援
し
て
い
く
仕
事
だ
よ
」
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
福

祉
の
仕
事
は
介
護
等
ケ
ア
ワ
ー
ク

的
な
一
面
が
強
い
と
思
っ
て
い
た
私

に
、
こ
の
仕
事
は
強
い
覚
悟
を
持
っ

て
多
面
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
生
時
代
は
、
先
輩
、
後

輩
は
じ
め
友
人
な
ど
、
多
く
の
人

と
交
流
し
、
多
種
多
様
な
考
え
方

を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
サ
ー
ク
ル
活
動
で
過
ご
し
た

日
々
は
、
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
部

長
を
務
め
た
生
協
組
織
部
で
は
、

活
動
を
通
し
て
人
へ
の
気
遣
い
や

思
い
や
り
を
数
多
く
体
験
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
部
で
は
、

一
つ
の
作
品
を
み
ん
な
で
作
り
上
げ

る
こ
と
の
楽
し
さ
と
達
成
感
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
学
生

時
代
に
一
緒
に
サ
ー
ク
ル
活
動
を

し
た
仲
間
が
、
現
在
様
々
な
職
種

で
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、

あ
の
時
の
経
験
や
取
り
組
み
は
、

勉
学
と
同
じ
く
ら
い
大
切
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
福
祉
の
仕
事
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
し
て

重
要
と
さ
れ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

仕
事
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
は
、

福
祉
の
仕
事
に
誇
り
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
も
っ

と
こ
の
仕
事
の
魅
力
や
奥
深
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
在
校
生
の
皆
様
へ
伝
え
た
い
こ

と
は
、
思
い
や
り
や
気
遣
い
が
人
一

倍
で
き
る
方
々
が
集
ま
っ
て
い
る
大

学
は
、
日
本
社
会
事
業
大
学
の
他

に
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
で
直
接

触
れ
て
感
じ
た
優
し
さ
が
自
分
自

身
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
決
し
て
机
上
で
得
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
人
と
の
繋
が
り
か
ら

得
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
思
い
や
り
が
溢
れ
て
い
る

大
学
で
す
の
で
、
そ
こ
で
学
生
時

代
を
過
ご
す
皆
様
は
、
本
当
に
幸

せ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
も
、
負
け
ず
に
過
ご
し
て
頂
き

た
い
で
す
。
私
自
身
、
一
卒
業
生
と

し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に

成
長
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何

ら
か
の
形
で
母
校
に
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
な
立
場
の
人
間
に
成
長

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ルポルタージュ

福
祉
の
魅
力
・
仕
事
を

も
っ
と
伝
え
た
い
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